
  家庭で思ったこと 
去年の春に、家庭のアシスタント二人が旅発ち、僕一人が

残り、とても大変な時期を過ごしました。その頃に稲川さん

がフラリと来てアシスタントになりました。その後にリバプ

ールのラルシュから瀧さんが帰ってきて、そして高橋さんが

体験期間を過ごしています。 

アシスタントが少ない時期はそれは大変で、幾度となく、

仲間の辛さを前にして挫けそうになりました。この頃に直面

したのは自分の弱さ、限界、そして、みんなからの助け、支

えや信頼関係でした。今では家庭アシスタントが四人となり、

チームの大切さを実感しています。 

ただ、今、僕は一人の仲間との関係に困っています。つい最近まで、他のアシスタントが仲間との関

係で難しく、苦しんでいる時に僕は平気で非難していました。この場を借りて謝りたい気持ちです。自

分が辛い目に遭い、少し気づきました。そして、今はある幾つかの問題を前にして、善悪の判断に迷い

ます。アシスタントと仲間との誤魔化しの無い関係の中で起きる問題を思い返して見ると、それぞれが

変わっていく試練だったのか、チャンスだったのか、そんなふうに思います。僕には問題を受け入れる

ことはできません。しかし今までの問題が悪かったとは言えない。むしろ、成長するため、もっと開か

れるために通過する時だったと思います。 

僕は正論をあーだこーだ言っていたけど、ただ単に問題が怖くて、無意識に避けているのかもしれな

い。実際の日常で自分の問題を前にすると、どうしていいのか分かりません。ダンマリ作戦しか思いつ

かない状態です。しかし、助けられながら変わっていくチャンスだと願いつつ、模索しています。 

 （佐藤言・家庭の責任者） 
 

   来る、５月２７日！ 

「聖書と典礼」に若本政一さんの描いた 

「祈りの板絵」の原画が使われます。 
  

「聖書と典礼」はカトリック教会の主日のミサで、必ず使われ

る小冊子です。毎週、ミサの内容に相応しい絵や写真が使われま

すが、今年の「聖霊降臨の主日」には政一さんの「ペンテコスタ」

が表紙絵として飾られることになりました。 

・・今後も彼の創作のペースを見守りながら、折に触れて掲載さ

れる予定です。 
 

「祈りの板絵・まさ一」の原画はかなの家の小さなアトリエで、ホズミさん・オサムさんが 

磨いた板にマサイチさんが直に描きました。 イキのあった 3 人です。 

 

m-1 『 サウロ、サウロ。』      m-2 『 さいわい 』          m-3 『  ペンテコスタ 』 

m-4 『   主イエス    』      m-5 『 サマリアで 』     m-6 『 弟子の足を洗う 』 
 

従来の「いのりの板絵」と同様に、きれいに磨き上げた板に原画の複製を貼り付け、仕上

げたものです。祈りの集まりや、洗礼、堅信の祝い、贈り物などにいかがですか。 

 

大版（A4 程度）   １５００円      小版（手のひら位）  ５００円 



 

とったぞ！かなの家カップ！  
かなの家サッカー大会（かなの家カップ）が、２月８日、

足久保川のグランドで開催されました。ねこチーム、つば

さチーム、エスパルスチーム、青いお皿チームの４チーム

に分かれて対戦しました。 
 試合で本気になる人、準備体操で張り切る人、応援に熱

のこもる人などなど、各々がサッカー大会を楽しみました。

試合は、なかまもアシスタントも手加減なしの真剣勝負、

白熱した場面も見られ、みんな興奮気味？でした。楽しい

一日に感謝。Ｖｉｖａ！かなの家！ 
家庭アシスタント 稲川勢都子 

 

 

お腹がすいたネ 
今、温室では春の畑の準備まっさかり。様々な野菜の苗が芽を出し、仲間たちはその成長を手

伝い「作物」や「米」になります。そして、一部は作業所に販売し、とれたてをお昼に皆で食べ

ます。「大地の恵み、労働の実り」です。でも、これを続けていくのが難しくなってきています。

かなりの通所の障害者作業所は自前での食事作りから外部給食サービスの弁当に変えました。自

立支援法が施行され、仲間たちの負担や施設の運営を考えたうえでの事です。私たちも「食事」

の大切さを改めて考えさせられます。何を大切にしてきたのか？ 小規模ゆえ一層厳しい「コス

ト」と一緒に食卓を囲む「同じ釜の飯を食う関係」を見つめる事になりました。かなの家でのつ

ながりは「飯」を「糧」に、時々「昼食」は「祝いの場」に。「お腹すいたね」って言いながら、

熱々の味噌汁をできるだけ長く飲み続けたい。2 階のにぎやかな食堂から、「灯火」を消さない

ために。                           アシスタント 林 孝一 
 
 
 
 
第三の家の建設に向かって－ハンディーの重い人を迎える為に－ 
 
かなの家はラルシュとして歩み始めた時からハンディーの重い人も迎えて暮らしと仕事を共にしてきま

した。そして６年前から知的ハンディーと身体のハンディーをあわせ持った仲間を迎える為にバリアフ

リーの家の建設を目標にしてきました。その為のご寄付もお寄せいただいています。 
そして今、第三の家の建設に向かって動き始めています。 
２５０坪の農地を購入します。そこに 
 
 
 
  

 
 
  

を建設する計画です。 
この家ができると、かなの家で暮らしを共にする事を希望されている新しい仲間を迎える事ができま

す。特に、毎日ご家族がまどい作業所への送迎をされている一人のハンディーの重い仲間が家族から独

立する事が出来ます。 
この計画の総事業費は９,５００万円です。現在の積立金は４,５００万円です。今後、静岡県・静岡市

の補助金、カリタスジャパンの助成金を申請しますが、まだまだ足りません。 
２００８年に建設を始めるよう計画しています。 
第三の家建設の実現の為に、皆様のお力をお貸しくださいますようお願いいたします。 

＊ ６人の仲間とアシスタントの住む家・・お客さんの泊まれる部屋も作ります 
＊ ラルシュかなの家の本部事務所 ・・・祈りの部屋も作ります 
＊ 作業棟の建物－自立支援法に対応する為・せっけんや野菜、仲間の作品を販売する店も

作りたいです 
 

ご寄付のお願い 



      給食から 
昨年末よりノロウィルスがあちこちの施設や病院に発生し、食に関す

る仕事に携わっている者にとってもやっかいな細菌です。特に二枚貝で

ある｢カキ｣等、海の河口付近で生産される微量な菌の付着でも感染能力

があると言われています。まどい作業所でも神経質な程手洗いを励行し

（アシスタントの目配り、気配りも大変でしたが）、おかげで現在のとこ

ろ無事に過ごしております。 

 今年は暖冬のせいか風邪を引く人もなく、例年ですと毎日のように「お

かゆ」のリクエストが必ずあったのですが、それもなく、体の調子がよ

ければ食欲も増し、少々太り過ぎを心配する傾向です。 

かなの家の生活の中で求められ、大事にしていることの一つが“食事”

であろうと思います。大勢のお客様がかなには来て下さいますが、その

人たちとともに食卓を囲み、にぎやかこの上ない風景は、心に残る一つではないかと思います。皆さん、

「食事の時間が楽しかった」と言って下さいました。 

施設を取り巻く諸条件がこの所大きく変わって来ているのは、給食に関しても同じ事が言え、いろい

ろ厳しい状況の中で今後もこれまで同様の質とサーヴィスを提供していかなければなりません。 

これからも献立の中に季節を移し、折々の行事のときもささやかな手作りでもって食事の楽しみを感

じてもらいたいなあと思っております。          給食・相馬 和子 

 
 

 

ジャン・バニエ（ラルシュ創立者）のことば 
たとえ、争いが起こり、何かを失い、孤立してしまうことがあっても真理や正義を選択し、

深い意識に従う度ごとに人は深く癒され、深い「私が」育ちます。そして自由になります。

しかし、力や権力のための自由は与えられません。この自由は、他者を裁いたり、断罪

したり、自分がよりすぐれていると思うための自由ではありません。自分がしたいままに

あらゆることを行う自立のための自由でもありません。救い主、預言者となるためでさえ

もありません。他者の苦しみを理解し、耳を傾け、耐える力、傷つけられるための自由な

のです。これは、社会、宇宙の中で、他者の場でなく、自分の場を取る自由です。「ひと

つになる親しい交わり」（コミュニオン）や共感を生きるためです。 
    「聖なる歴史は、どの人にも」より  近く日本語訳が出版される予定 

 

 

 

 
ラルシュ・かなの家    

421-2124 静岡市足久保 1255 
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郵便振込 00870-9-17938 ﾗﾙｼｭ･かなの家 
e-mail lar.kana@d8.dion.ne.jp 

http://www.larchejapan.org/ 
 


